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石川 それでは後半のパネルディスカッションを始め
させていただきます。私はコーディネーターを務めさ
せていただきます、長岡大学の石川と申します。どう
ぞよろしくお願いします。
前半の基調講演では、ある意味で一つの具体的な将
来の大前提として、人口減少が長岡地域、さらに新潟
県地域に対してどのような影響をもたらすのかという
ことについて、定量的なデータの展望が見えたと思い
ます。
それを受けまして、では実際にこれからの長岡地域
や新潟県の経済社会はどのようなことになっていくの
か、さらには先ほど話がありました経済産業省の新経
済成長戦略のような、ある意味で非常に明るい将来を
目標にするためには、どういったことが課題になるの
か、各方面のご専門の先生方を交えてパネルディスカ
ッションで明らかにしていきたいと思っております。
約２時間弱を考えております。最後には、フロアに
ご参加の皆様からの質疑応答の時間も若干設けさせて
いただく予定にしております。
人口減少の問題が社会全体、経済社会におよぼす影
響は多岐にわたります。そのため、議論があまり発散
しないように進めさせていこうと思いますが、パネリ
ストの皆さんの様々なご指摘をできるだけ取り込んで
いければと思っております。
それでは、最初に本日のパネリストの皆様のご紹介
をさせていただきます。詳細は、本日お配りさせてい
ただいたプログラムの裏面の略歴をご参照いただきな
がらお聞きいただければと思います。各パネリストの
皆様方に４～５分程度、本日ご発言いただく上での視
点、背景等を中心に自己紹介していただければと思っ
ております。
それでは、株式会社小林硝子代表取締役の小林さん
からお願いいたします。
●中小企業からみた人口減少とは
小林 小林でございます。私は、先生でもなくその筋
の専門家でもなく、ただ普通の中小企業の経営者でご
ざいます。今回は非常に個人的な部分が強いかと思い
ますが、自社およびその業界の事例を踏まえながら皆
様にご紹介したいと思いますが、その奥にある中小企
業の潜在的なマインドと申しますか、その辺をお感じ
いただければと思っております。
まず、当社の紹介ですが、小林硝子ということと、
もう一つサッシサービスセンターということで、同じ
所で小さな会社を経営しております。社員数は約40名
弱なのですが、主に建築用のガラスやアルミサッシ、
シャッターといったものを製作、施工、販売をしており
ます。分類的に言うと建設業の中に入るんでしょうか。
販売先は主に長岡を中心とした中越地区のゼネコン
さん、大工さんとかですとか、地域密着型の企業であ
り、私で３代目になります。創業はいつかわからない
のですが、60年くらい経っているかと思います。した
がって、いま花形のハイテク産業でもなく、どちらか
というと堂々のローテク産業ということでご理解いた
だきたいと思います。
ただ、やはり企業の90％以上はこういった形のロー
テクであり、中小企業でありますので、その辺の代表
というとおこがましいのですが、その辺のことを業界
を交えて少し紹介させていただきたいと思います。
市内の建設業ということで若干説明しますと、バブ
ルのときにはさすがに右肩上がりで非常に恩恵を受け
た業界でありますが、92年から、崩壊後には景気低迷
期になりました。ただ国や地方の自治体は、景気浮揚
策ということで公共事業を中心として増やしましたの
で、なんとか息をついてやっていたという時代であり
ます。ただこの辺の公共事業について国の財政悪化の
一つの大きな原因になっているのは、皆様ご存じの通
りでございます。
ただ、平成８年度頃になりますと、やはり国の財源
が悪化しまして、公共事業の削減がはじまりました。
毎年５％以上公共事業も削減されているということで
ございます。右肩下がりの大変厳しい時代に入ってき
たと感じております。
ちなみに長岡市のいわゆる公共事業にあたる建設事
業費というのがあるのですが、平成８年度がピークで
185億円ございました。それが平成15年、これは地震
の前のデータですが、約68億ということで、７年間で
63％の減ということです。これは年率にしますと、毎
年だいたい９％の減ということで、当然、公共工事依
存型のゼネコンさん等は非常に大きなダメージを受け
たわけです。
当社もその頃あわせると売り上げが10億くらいあっ
たのですが、15年ほどで６億くらいに落ちまして、30
～40％ダウンしまして、このままで行くと当社もすぐ
に吹っ飛んじゃうわけですが、施策を経営者としてや
らなければならないので、一つはやはり、リストラま
ではしませんでしたが、定年退職前の方に、兼業農家
をやっていたので、１年前で前倒しで辞めてもらった
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り、給与は賞与も賃金も20％以上、２～３年かけてカ
ットしたり、昇給も停止ですね。新しい設備投資もし
ばらくやめました。社員旅行等の経費削減もとりあえ
ずやるということで、さらに取引先ゼネコンさんの倒
産が何件かありましたが、その辺も不良債権が増した
ということで、平成８年度から12年度くらいまでは当
社にとっても、おそらく建設業にとって大変厳しいと
ころだったと思います。社員には本当につらい思いを
させたと思っております。
平成15年10月に中越地震が起きました。震災に遭わ
れた方は大変でございましたが、建設業にとってみる
と震災復興ということで、特需がございました。現在
も多少続いております。ちなみに、市の建設事業費を
見ると、平成16年では約90億になりましたし、平成17
年度は211億ということで、これは市の段階ですので、
平成８年度を上回る金額（＝工事量）が震災復興とい
う名の下に投下されたということで、これは県、国、
他の民間も同じような傾向があるので、この地域を限
定的に見ると非常に忙しいというところであります。
したがって、バブルが終わって大分経営体質も筋肉
質になりましたので、そこで売り上げが上がったとい
うことで、各社好決算を挙げているなというところです。
ただこれもおそらく今年、よくて来年くらいまでなの
で、平成15年までの延長線が、来年以降続くんじゃな
いかと我々業界も非常に戦々恐々しているところです。
その件と、これからの人口減を合わせて、私の意見
を後で述べさせていただきたいと思います。とりあえ
ず私の自己紹介を終えさせていただきます。
●長岡市総合計画と人口減少問題
石川 ありがとうございました。それでは長岡市企画
課長の水澤千秋さんから、自己紹介並びに本日どうい
ったお立場でお話しいただくかというスタンスを含め
てお話しいただければと思います。
水澤 いまご紹介いただきました長岡市の企画課長の
水澤でございます。どうぞよろしくお願いいたします。
私は、今日配られましたレジュメの裏側の、パネリ
スト略歴というところを書かせていただきましたが、
1979年入所以来ずっと市役所勤めでございまして、た
だ単に異動になった部署を書きつらねたらこうなって
おりまして、いま現在企画課というところにおります
が、2003年、ちょうど４年前に参りまして、課長とい
うことでやらせていただいていますが、現在に至って
おります。
こういったパネルディスカッションという形で登壇
するというほどのものではございませんけれども、た
またま企画課で市の総合計画というものをいま担当し
ておりまして、そういった立場で是非ということでお
話をいただきましたので、長岡大学さんには、それこ
そこの総合計画の策定そのもので原学長以下、鯉江先
生にも大変お世話になっておりますので、あまりここ
でむげにお断りするといろいろ後ほど仕事に差し障り
があるのではないかと思いまして、せっかくのお誘い
でしたので、今日出させていただきました。
いま話をさせていただきましたように、企画課とい
うところで担当している総合計画がこの平成18年度か
らスタートの計画をいま当年度で策定の詰めをやって
いるという段階でございます。合併をしまして、長岡
市は10市町村で平成17年度に２回に渡っての合併を経
まして、先ほど鯉江先生からあったように、県内でも
非常に枠組みの大きな守門岳から日本海までという、
長岡市の新しい市歌の歌詞の冒頭にもありますよう
に、非常に広大な市域をかかえて、新市が誕生いたし
ました。
それから、当然ご承知のように、先ほど小林さんか
らもお話があったように、平成16年に水害と大震災を
経まして、復興・復旧の事業がようやく今年度である
程度の目星がたち始めているという状況でございます
が、ただ当然山古志地域、その他の被災地域でも、ま
だ仮設住宅で暮らしてらっしゃる方もいらっしゃる
し、なかなかそういった面での復興まで含めますと非
常に長期のスパンでかかるだろうという課題が長岡市
の場合はあるのだろうと思っています。そういった合
併というのと震災、水害からの復興というのが、まさ
にこの総合計画を見通す10年のスパンで軌を一にして
いる課題であるということです。全国の地方都市の置
かれている状況はいろいろある中で、ある意味象徴的
で大きな課題を複数同時にかかえているなという印象
も持っております。そんな中でも、今日非常に大きな
テーマで、人口減少のなかのこれからの地域展望とい
う、どう切り口があるのかということで、私自身も難
しい問題だと思っておりますが、いまどういう状況で
行政としても議論がされているかというところの情
報、状況を今日はお話しをさせていただいて、多少な
りとも今日のシンポジウムを考えるヒントの一端にな
れればと思っておりますので、よろしくお願いしま
す。
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●まちづくりの視点から
石川 どうもありがとうございました。続きまして、
ながおかタウンマネージメント企画運営会議の代表で
いらっしゃいます小川さん、よろしくお願いします。
小川 小川でございます。私は、略歴にありますよう
に専門は大学院まで建築の設計を勉強しまして、それ
以降民間の設計事務所に入って設計をやってきまし
た。独立する前に1986年から87年にかけて、ここに海
外都市・建築視察と格好よく書いてありますが、１年
３ヶ月にわたって夫婦でバックパッカーで放浪してお
りました。ちょうどこの頃はバブル経済の終わりの頃
で、26カ国140都市を巡りました。そんなふうに、日
本の外の人たちの暮らし方を見てきて、日本に帰った
らこういう生活をしようと思って、長岡に戻ってきて
事務所を開設したということになっております。
長い期間ですと税金の問題もありますから、住民票
は抜いていけと言われまして、川崎市からソ連に転出、
ロサンゼルスから長岡に転入ということになってお
り、放浪していたのにずいぶん格好良い住民票になっ
ております。
それ以降は、設計をやりながら、また大学でも非常
勤で学生と議論をするような場もいただいておりまし
て、どちらかというと若い人たちと勉強をしながら設
計の活動をしてきたというところです。
私のスタンスですが、東京と違って地方都市では都
市計画とかまちづくりをやる専門の民間の方はいらっ
しゃらないんですね。そうすると、一番近い職業は建
築設計をする人ということで、建築設計をする者はま
ちづくりに積極的に関わるべきではないかという考え
方のもとに、まず長岡青年会議所というところでまち
づくり活動を開始しました。平成６年、７年ぐらいと、
ちょうどその頃中心市街地問題が顕著になっていまし
て、市民の人たちはいったい何を考えているんだろう
なということで会議所のお金を使わせてもらって市民
の意識調査を行ったことがあります。それは我々だけ
では大変だということで、長岡技大の中出先生と学生
さんに手伝ってもらって、それなりの成果を市民の
方々にお見せできたのではないかと思っております。
それ以降様々なシンポジウムの開催等も会議所では
やりました。以来まちづくりに関する市の委員会等に
も参加させていただきまして、どちらかというと委員
会でいろいろな先生方の意見を聞きながら勉強させて
いただいたかなという感じがあります。
肩書きにありますながおかタウンマネージメント企
画運営会議というのは、詳しくは後にしますが、中心
市街地活性化を目指す民間の団体です。何をしている
かと言いますと、大手通に、前に覚張書店さんがあっ
た空き店舗を利用して、「まちなか・考房」という施
設を運営いたしております。まちなか・考房自体は、
原則で言いますと市の施設なんですが、運営を民間団
体がやっているということです。
そんなスタンスで、まちづくり関係のシンポジウム
にはときどき出させてもらうこともあるのですが、経
済のベースになりますと、とんとちんぷんかんぷんで、
もし経済のことがよくわかっていればこんな設計事務
所はやっていなかっただろうなというのが私の仕事で
ございます。どちらかというと、設計というのは、大
きな設計事務所にいたころは工数管理といって、この
建物の設計は何工数でやりなさい、何人工でやりなさ
いというのを上から命令されたことがあったのですが、
自分ではじめるようになってから、とことん納得する
までやりましょうという話になりまして、単価を計算
するとどんどん自分の時給を下げているような状態で
す。こういう関係もありまして長岡大学さんともおつ
きあいできれば、少しは私も経営なり経済なりを勉強
でき、仕事のプラスになるのかなと思っております。
人口減少の問題は、まちづくりに関しても非常に大
きな問題ですので、そういったスタンスのなかで私の
意見を述べさせていただきたいと思っております。
●元気な長岡を目指して
石川 どうもありがとうございました。それでは、本
日紅一点お越しいただきましたＮＰＯ法人ながおか生
活情報交流ねっと理事でいらっしゃいます渡辺千雅さ
ん、お願いいたします。
渡辺 渡辺千雅と申します。先日、サラリーマン川柳
が載っておりました。「女房セレブで俺セルフ」とか
いう川柳なんですが、女房族は女房族で、「亭主元気
で留守が良い」という、だんだんとふてぶてしくなる
女房族の代表として今日はここに就かせていただきま
した。
先ほど鯉江先生からＭ字カーブというお話が出まし
ても、私の頭の中ではインリンさんかな、という程度
の頭しかないのですが、実は鯉江先生から本日の「人
口減少時代と地域社会の展望」に、是非、と言われた
ときに、こんな難しい話題に私は全く場違いなのでお
断りしようと思ったのです。ですが、先ほどの水澤さ
んじゃないですが、ここで断れないなという、一宿一
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飯ではありませんが、「宿」が「酒」に代わりまして、
一杯ご一緒させていただくと、渡辺は義理堅い人間で
ございまして、頼むと言われるとかしこまりましたと
二つ返事で来たわけですが、正直なところ、どういう
発言をしていけば良いのか、実はまだわかりません。
行き当たりばったりのなかで私なりの意見なり感想な
りを今日はお話しさせていただければと思います。皆
さまもどうぞ不安な気持ちで聞いていただければと思
っております。よろしくお願いいたします。
石川 どうもありがとうございました。それでは、先
ほど基調講演をされた長岡大学の鯉江教授に挨拶いた
だきます。一言自己紹介をお願いします。
鯉江 長岡大学の鯉江でございます。先ほどはどうも
ありがとうございました。
私は、ここ３年くらい、ずっと北陸新幹線、長野か
ら延伸されて上越を通って富山に行って、新大阪まで
いく新幹線の影響を追いかけております。
古くは東京湾横断道の経済効果みたいなものもやり
ました。
今日ここに居るメンバーは、あえて比較的私と同世
代の方々にお願いしているわけで、これからはお年寄
りじゃないよということも含めて、長岡を元気にして
いきたいということで、今日はこういうメンバーにお
願いしました。あまり私が長くなると、既に時間がお
しているので、司会の石川さんがあわてていると思い
ますので、これで私の方のご挨拶は終わりにします。
よろしくお願いします。
●人口減少下で長岡市が描く長期ビジョンとは
石川 どうもありがとうございました。それでは本論
に入っていきたいと思います。
まず、人口減少ということを受け、いま実際に動い
ているまちづくりの方向性を踏まえておきたいと思い
ます。長岡市の水澤さんは、先ほどご紹介いただきま
した通り、長岡市総合計画、今後10年間の長岡市のあ
り方を整理した展望づくりの仕事に携わられていま
す。その点で、まず水澤さんからだいたい10分前後で、
長岡市が今後についてどういった長期ビジョンを持っ
て議論しているのかを中心にご報告いただいた後で、
具体的な論点に入っていきたいと思っております。そ
れでは水澤さんどうぞよろしくお願いします。
水澤 それでは、これからの議論の参考になればとい
うことで、さきほど私から申し上げましたように、長
岡市の総合計画ということでやっておりますので、そ
の状況報告で、手短にポイントだけお話ししたいと思
います。特に人口減少という現に生じていることを中
心に、どういった点が策定委員会、市民委員会で議論
され、整理されているかという中間報告としてさせて
いただきます。
いわゆる地方自治体が、総合計画を持っているのは
地方自治法という法律に基づいてそれをつくる必要が
あるということになっていまして、それでやっている
わけですが、一般的にはだいたい10年くらいのスパン
で基本構想というビジョンのようなものをまとめまし
て市議会の議決をいただいてその指針に基づいて具体
的な施策や事業計画をつくってやっていくという仕組
みになっているのですが、その新しい総合計画がこの
平成18年度から10年間の計画ということでいま検討し
ています。既に１年食い込んでいまして、これは実は
災害の影響で１年当年度に入っているという状況です。
まちは器ですからそこに「人」が居てはじめてまち
は成り立ちますから、その「人」がどれくらいいるか
というのは計画づくりでは基本的なフレームとして常
套になっております。人口推計というものをやるわけ
ですが、これは先ほど鯉江先生からお話がありました
ように、国勢調査の人口をベースに通常は推計をしま
す。先ほど話があったように国勢調査は５年毎ですか
ら、平成17年の国勢調査が最新の数字ですが、それに
基づいて長岡市独自で17年の国勢調査の速報値をもと
に推計しております。
平成17年の実績は、28万3000人ということですが、
平成12年の人口が28万7000人ですから、約4000人現実
に減っているという数字が直近で出ているわけです。
これは合併した長岡市10市町村の合計になります
が、初めて減少に転じました。既に合併した周辺地域
はかなり前から減少に転じていた地域はありました
が、初めて旧長岡市を含めて減少に転じたということ
で、人口減少時代に入ったという認識で総合計画でも
書いております。
この向こう10年間を独自に一定の定番となっている
手法で推計しますと、平成27年度、10年後には26万
8000人という数字になっています。10年間で１万5000
人減少するというかなり厳しい減少傾向の数字の計算
になっております。10年間で５％減ということになる
かと思います。特にこれは合併によって周辺の市町村
の減少率が高いというのがその減少傾向を強めている
要因と考えられます。
特に周辺の中で一番影響が大きいのは、旧栃尾市の
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実績の減少は、非常に減少傾向が高くて、それで人口
規模も比較的大きいものですから、そういった減少傾
向がいまの推計値にも現れているだろうと思われます
が、その他の地域もそういった減少がございます。で
すから長岡市全体としてはそのくらいの可能性があ
る、減少の可能性があるという推計を出しているとい
うことです。
これをどう総合計画の中で議論するかについては、
非常に難しい問題があります。いままでは右肩上がり
の計画をつくっていれば良かったので、市役所も推計
値はそのまま目標値に限りなく近いような意味合いで
取り扱いが出来ましたが、減るというのははじめての
経験でしたので、減るということについて、計画のな
かでそれをどう前提として考えるかというのは、非常
に難しい議論でした。鯉江先生も委員として参加され
ていまして、この考え方をどう整理するかは委員会で
も議論になったわけです。それを整理しますと、基本
的にはこの推計ではありますが、ある程度減少傾向と
いうのはもちろん前提として計画は考えなければなら
ないだろう。
その際、いわゆる右肩上がりの量的拡大という視点
から、質的な充実を重視する価値観に私たちの生活感
覚あるいは社会の在りようも転換してきているという
ことは着目すべきだろう。
もう一つは、広い意味では、「持続可能な」という
ことがよく言われますが、地域社会として成り立って
いくということが価値として求められている時代であ
ろうということがあるかと思います。
そういう意味では、具体的に言いますと生活の中で
の質を高めるとか人口が減るということについて、先
ほど鯉江先生からもあったように、産業の部分から言
うと生産性を高めるということは、そういった質的な
充実という中で考える一つの例ではないかと思うので
すが、そういうふうに人口減少時代をとらえる。した
がって、総合計画の中で言えば、安心して、しかし先
には希望や夢を持てるような社会が一つの目標にはな
るんだろうということでありました。
人口減少というそのものを右肩上がりに増やすとい
うことを総合計画にはなかなか表現できませんが、こ
れについては可能な限り人口減少にブレーキをかける
という、たとえば少子化対策というものは政策として
やる必要がありますが、それをやりながらも先ほどの
就業者という意味では昼間人口、あるいは外部から訪
れて長岡でお金を落としていただく交流人口、こうい
う要素も人口でありますので、その分野に増加のアク
セルをかける、そういう政策を打っていく、そういう
両輪の考え方を整理してはどうかというのが、さしあ
たっての総合計画における人口減少に対する整理です。
●長岡市の４つの基本戦略
水澤 具体的にどういう政策方針があるかということ
で、簡単に申し上げますと、４つほどの方向で「戦略」
ということで整理していまして、１つはいま言った人
口減少というものをとらえる中で少子高齢化を踏まえ
て将来の長岡を担う人材育成をいままで以上に質を高
める、というとおこがましいですが、ひとりひとりの
人生を充実させ、あるいは生産性を高められるような
人材を育てる必要があるということが一点。
それから２点目として、合併によって、旧長岡地域
以外に９の地域がありますが、こういう地域の、先ほ
ど栃尾の人口減少が著しいという話をさせていただき
ましたが、そういう地域をどう成り立たせていくかと
いうのは非常に大きな合併後の長岡市の命題だろうと
いうことで、その地域資源をどう生かすか。地域資源
にもいろいろなものがありますがそれを生かす、ある
いは新たに連携させて新しいものにつくりかえていく
という方向も必要だろうということが大まかに出てお
ります。
３点目は、当然「復興」という意味合いです。やは
り復興しない地域が長岡市域にあってはならない。そ
れがあることはやはり全体としてはマイナスなものが
ありますから、その復興をするにあたっても、「創造
的な復興」と書いているわけですが、災い転じて福と
なすというような意味であろうと思いますが復興のプ
ロセスのなかで付加価値をつけて新しい地域をつく
る。たとえば山古志における「山の暮らし再生」とい
うプロジェクトを準備しておりますが、そういう新し
い山の暮らしの提案をしていくということも考えられ
ます。
最後にもう１点は、やはり産業、都市機能を強化す
る。拠点性を持たせる必要性がどうしてもあるという
のが欠かせないところで出ております。特に新潟市が
政令指定都市に４月からなりますと、先ほどの話のよ
うに、新潟県内では新潟市以外の一番の人口集中地区
が長岡です。それから産業の集積についても、新潟市
と長岡市の人口１人当たりの工業出荷額を見ましても
ダントツの成績を持っているわけですから、こういう
強みを生かしていくということが出ています。
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大きく４つの柱が人口減少後のまちづくりを支える
方向として出ております。長くなりましたが以上です。
石川 どうもありがとうございました。いま大きい骨
格といいますか、方向性についてのお話をいただきま
したが、様々なポイントが含まれていたと思います。
パネリストの方々に、いまお聞きになられて感想です
とか皆様それぞれの立場で何か疑問に感じられた点を
一言ずついただければと思いますが、渡辺さんからお
願いします。
渡辺 旧栃尾市の方で、確かだんだん栃尾のまちから
出て行く若者を引き留める対策の一つとして、ご夫婦
の年齢が足して60以下の人たちを優先してアパートを
安く貸して、できるだけ長岡の方へ仕事に行く人たち
は出て行かないであくまでも栃尾市を拠点として仕事
に行ってもらうという具体策があったかと思うのです
が、そういった市町村での取り組み等はありますでし
ょうか。
水澤 いまお話しの栃尾地域は、特に若い世代の方に
入ってもらう公営住宅というのがありまして、10年く
らいという入居期間の間に資金を貯めてもらって、栃
尾に家をつくってもらうための政策をやっているわけ
ですが、ただ現状としてはそれで100％栃尾にいられ
るかというとなかなか難しい現状のようです。
ただ、それだけではなくてたとえば交流人口という
視点で小国地域などでは都市間交流で滞在型のお客さ
んに入ってもらって、それによって交流をするなかで
グリーンツーリズムのようなビジネスにまでいけない
か、というような試みもされていますので、各地域で、
これから地域資源をどう生かすかという取り組みを強
化していかなければならないだろうなという状況だと
思います。
●量的拡大から質的充実へ
石川 どうもありがとうございました。総合計画の中
の一つの基本的なポイントのなかで、実体的に既に地
域社会が量的な拡大から質的充実を指向するという変
化を大切にしなければならないのではないかという指
摘がありました。こういった点について、企業経営者
の立場としては難しいのかもしれませんが、小林様、
ビジネスの点からいうと、もちろん拡大することが当
然良いのでしょうが、質的充実を重視するという転換
ということをお聞きになられて、コメントいただけな
いでしょうか。
小林 まず、人口減少というとらえ方なのですが、当
然生まれる人よりも亡くなる方が多くなるというのが
数字的な問題ですが、もう一つは働いている人と働い
ていない人の比率が、おそらく労働人口が1995年から
減っているのですよね。人口自体は2006年から減り始
めましたが、既に労働できる人口が減っているという
ことがあって、そういった意味ではマスの人口よりも
実際に働いている人の人口の比率が減っているという
現象が既に起きております。したがって、何もなけれ
ばいま長岡の就業率が51％でしたか、ますます下降線
になるかと思います。
これからどういう影響が考えられるかということな
のですが、一つはそういった意味での人的面の影響が
出てきて、何もしなければ市場規模が減少するのは避
けられないことだろうと思います。ただ、中身をよく
見ると、確かに子供を中心とする若年層、いわゆる少
子化の問題で出生率の問題はあるのですが、それにつ
いては確かに縮小するとは思いますが、やはり高齢者
の部分が増えていくんですね。すると高齢者の市場が
拡大するということで、相対的には縮小するのですが、
ある年齢層にとっては増えるということなので、企業
から見ると、そういったところをやはり重点的に考え
ざるを得ないのかなというところがあります。
ちなみに私の知りあいの幼稚園の経営者の方は、や
はり子供が減っていますから非常に大変な思いをして
いますし、具体的にはたとえば園舎を新しく買い換え
たり、延長保育ですとかいろいろなサービスをやって
なんとか子供を増やす形で努力はされております。
ただ、高齢者になりますと、JRではありませんが
「おとなの休日倶楽部」というもので、50歳になると
50％、65になると30％ですか、ああいった割引で引き
つけるという戦略が出てくるわけです。
住宅に関しては、現在120万戸くらいあるのですが、
おそらく将来80万戸を切るのではないかと言われてい
ますから、そういった意味では量から質という変化と、
ライフスタイルが多様化してきますから、いままでの
画一的なものから、おそらくさらに少量多品種、さら
にニーズにあったものを提案していく必要があるかな
と思います。
ただ、どうしても中小企業においてはその辺が大企
業よりも小回りが利く分だけ有利になるチャンスはあ
りますが、ただやはり中小企業の欠点として、資本力
が少なかったり人的不足があったり情報、商品力、提
案力、知名度がいわゆる大手に比べて低いわけなので、
その辺をカバーできるもの、たとえば中小企業の場合
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はほとんど社長はワンマンなんですね。それが逆に決
定が速くできるプラスの要素もありますし、社員の顔
が見えるということで、その辺をうまく利用しながら
やっていけば、いろいろな意味で活力が出るんじゃな
いかという気がしています。総論ですが。
●人口減少で始まった本当の計画作り
石川 どうもありがとうございました。小川様、一言、
総合計画に対するコメントはいかがでしょうか。まち
づくりについては後で本格的にご議論いただこうと思
っています。
小川 本当に人口が減少して今回がはじめての総合計
画になるわけですが、人口減少するというのは10年く
らい前からわかっていた話で、今回人口が減少する中
で総合計画をつくるということは、本当によかったと
思っているのです。というのは、嘘の計画をつくらな
くて良いわけですから。
10年前には、後期発展計画ですかね、旧長岡市で19
万人くらいですが、計画でいくと22万とか23万という
人口フレームを設定するんですよね。それを設定しち
ゃうとバラ色になっちゃうわけです。でもその時点で
既にわかっていたことだけれども、それがなかなか人
口フレームを押さえられないという諸処の事情がある
のだと思うのですが、そういう意味では本当に人口が
減少したことによって本当の計画をつくるのだという
ことでは、今回の総合計画はものすごく重要な意味を
持つ計画であるというふうに考えております。
内容の中で、お話しいただいた量的な拡大ではなく
質的向上だというのは私も本当にその通りだと思うの
です。住宅なんかも、拡大のときは量をつくれば良か
ったからとにかくいっぱい作る。それがそうではなく
なるわけで、ずっと使い回せるような住宅をつくらな
ければならないという質が求められる。たぶん全般に
わたって質が求められるのだと思います。
それから、総合計画というのは文書で作るので、な
かなかビジョンが目に見えづらいところがありますよ
ね。その辺を、特に今回合併した地域も入れて計画を
つくるわけですが、吸収合併された方にすると、周辺
が衰退して捨てられるんじゃないかという危惧の念を
ずっとお持ちだと思うんですよね。そのような方にも
きちっと見せられるような、もう少しわかりやすい工
夫はできないものかと思っているのですが、総合計画
作りでは私も基盤整備部会にいるのですが、すごく上
位の計画なので、その計画に載らないと出来ないとい
うことで、ちょっと総花的になってしまう。もしかし
てそういうビジョンとして見せられるのは都市計画マ
スタープランかなと思いますが、それもいずれ作り直
さなければならない、そのときにもう少しビジュアル
なもので周辺の地域の人たちにも見せられるような計
画ができれば良いなと考えております。
●労働力の低下をどう考えるか
石川 どうもありがとうございました。それではこれ
から個別の論点を絞って話を進めていきたいと思いま
す。何が最初かと言いますと、やはり先ほど基調講演
にありました通り、最大の問題は生産が減少し、そし
て豊かさが享受できないことが危惧されるということ
だと思います。その原因としては、直接的には就業者
すなわち労働力が減少する問題が根本にあるというこ
とになるかと思います。
就業者数が確保できないということであれば、やは
り生産性の向上が一つ重要なキーになりますね。経済
産業省の新経済成長戦略でも、これが非常に大きなポ
イントになっております。
では、これらの問題について議論をはじめる上で、
企業経営者として小林様からお願いします。企業の視
点から、労働力問題についてはどういうふうに見てお
られるか。生産性向上の問題が、企業の現場ではどう
いうふうに捉えられているのか。それ以外の関連問題
もあるかもしれません。ご意見をいただければと思い
ます。
小林 人口減少という問題をとらえるときに、これは
人口の統計ですが、2006年で約１億2700万ですが、こ
れが2050年、44年後になると１億人を切ると言われて
います。実はその間に2700万減るわけですので、減る
率は22％、年に換算しますと0.5％なんですね。したが
って、毎年0.5%ずつ減る現象は、なかなか経営者にと
っては認識できなかったり、先送りする傾向があると
いうことなんですね。だから単なる人口減少だという
ことの問題でとらえると、中小企業経営者にとっては
先送りの問題になってしまう。それよりも目先のいろ
いろな問題があるわけですよね。先ほど言いましたと
おり、なかなか長期ビジョンがたてにくいと思います
し、はっきり言えば、１ヶ月先、２ヶ月先、１年先の
ところがいろいろな状況に応じて変わっていますので
気になるところがありますので、この問題自体を考え
るとゆで蛙現象だと思っています。
ただやはり、いろいろな意味を考えて、当社も含め
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てですが、やはり当然若者は減っているなかなので、
当然若者を中心とした企業作りもしなければならない
と思いますし、高齢者の活用もそうでしょうし、これ
からテーマに出ると思いますが、やはり女性の活用も
あろうかと思います。
それからインターネットというITブームもあります
ので、その辺がうまく活用できれば、いままで大企業
しかできなかった、たとえば新商品の広告とか広告費
がかかるわけですが、インターネットで活用すれば全
国発信もできるわけなんですね。その辺の活用ですと
か、あとはこれからいろいろな意味で機械の省力化、
長岡は特にこの間ロボット博があったそうですが、そ
の辺がうまくコスト的に合うようになれば、いわゆる
人的な部分をそれでカバーできるのかなというところ
もあると思います。
あと海外の労働者の受け入れとかいろいろあるかと
思うのですが、そうした企業の小さい部分が、まちづ
くりにも同じく言えるんじゃないかという気がしていま
す。特にご指摘がありました通り、どういうやり方で
若者を定着できるようになるかという施策が大きなポ
イントになるのかなということで、後ほどご紹介しま
すが、うちも20代の若者が２～３人いるので、雑談の
中ですが、若者の意見としてご紹介したいと思います。
●魅力ある職場づくりで労働力確保を
石川 企業の立場としては、いま長期的に危惧されて
いる人口減少問題を肌で感じるのがなかなか難しいの
かなという点も示唆されているように感じました。そ
れではいまの点に関しまして、企業経営者でもらっし
ゃる渡辺さん、いかがでしょうか。女性の問題につい
てはまた後ほどとらえたいと思うのですが、労働力の
不足の危惧について、率直にどういうふうにお感じで
しょうか。
渡辺 企業経営者というような立場ではないので、皆
さんを不安がらせるような発言しかできないかと思う
のですが、鯉江先生助けてくれますか。
鯉江 助けろと言われてしまいまして、何か言わなけ
ればならないようなので発言させていただきます。労
働力の問題というのは、確かにトータルとして人口が
減って、働く人が減るということだと思います。これ
は事実です。一方で、それをうまく合わせられるかど
うかは非常に重要な問題でして、地域間で考えると、
魅力ある地域には人が行くと考えられます。その地域
はやはり労働力を確保出来るんです。魅力がある職場
というのは、必ずしも給料だけがすべてではないと思
うのですが、給料もその一つです。そういう地域は生
産性も高くなっているということで、地域が発展して
いく。
全体としてはパイが小さくなることは覚悟しなけれ
ばならないなかで、魅力ある地域をつくれない地域は、
人がどんどん出て行ってしまう。地域は、ますます衰
退することになります。そうなると、当然のことなが
ら廃業が増えてくる。廃業が増えればますます職場が
ないという状況になってしまう。ということで、悪循
環になるわけです。
ですから、魅力ある職場をどう作っていくかという
のが、労働力全体が減ったときにどういうふうにその
地域が生き残っていくかという中では非常に重要な問
題だと考えています。
●いかに生産性を向上させるか
石川 ありがとうございました。パネリスト泣かせの
進行ですみませんでした。
それでは、労働者不足の問題が市の将来についての
展望においてどう捉えられているのか、水澤さんから
可能な範囲でコメントいただければと思います。
水澤 ものづくりの観点からでは、やはりいま国が新
経済成長戦略を出していて、かなり強気というか、こ
こだけは突出して生産性あるいは成長率を高めに打ち
出しているわけですね。経産省としての当然の戦略も
あるのでしょうが、ものづくりの部署として市の商工
部は当然そういったものを念頭におきながら生産性を
向上させねばならないということを打ち出していて、
具体的に人材の育成とかを地元の大学、あるいは企業
との連携をさせていくとか、そういったことを打ち出
しています。それから製造業以外の、たとえば農業分
野でも、これは以前から当然課題になっている担い手
の育成、経営基盤の強化は引き続き出ている状況です。
そういうものは、各分野別の政策の中で当然書かれて
いまして、特に70本くらいある基本政策の項目の中で
少子高齢化という、人口減少とある意味リンクする要
因を現状分析の中で掲げているものだけでも30項目あ
るんですね。それは子育てや福祉から産業分野まで幅
広くあるわけですが、そういう中で、当然ながら産業
部門でも製造業、農業を含めて、人づくりというか、
それによる人材の技術力の向上、そういうことでこの
局面を乗り切るという整理をしているのが行政の支援
策の基本的な流れじゃないかと思います。
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●女性の労働力率向上のための課題
石川 どうもありがとうございました。この労働力の
問題、ひいては生産性の問題ということで、さらに突
き詰めていきますと、一つのポイントは基調講演でも
ありました女性や高齢者という非労働力化している部
分をどんどん労働市場に取り込んでいって就業率を高
めていく、それで労働力の就業者数の落ち込みを最低
限にするということになるるわけですが、そういった
点で、紅一点、本日お越しの渡辺さん、関連も含めま
してお話しいただけないでしょうか。
渡辺 最初ずれたことを申し上げますが、昨日、藤原
紀香さんの結婚発表がありまして、３歳年下のお笑い
タレントさんで、年収額も３分の１、藤原紀香さんの
１億いくらかの３分の１の年収しかないんですが、ど
うして結婚するのか、その人を選んだのかと聞かれて、
私の心をいやしてくれるからと。
この台詞というのは、昔だったら女性が男性のため
に、あなたの疲れた心を私がいやしてあげたいという
ことだったのですが、世の中ずいぶん変わってきたな
とあの会見を見ていて思ったんですね。
何が言いたいかというと、だんだん結婚しない女性
も増えて来ました。高学歴で高収入で、男の人がいな
くてもひとりでやれるという女性が増えてきているわ
けですね。でも最終的にどこか男性と違うのは、寂し
くなってくるんですね、30代を過ぎて、35歳くらいで
すか、そのあたりが一番女性の心が揺れ動く時期なん
ですね。
寂しいから結婚する。だけど夫に尽くすために結婚
するのではなくて、できれば休憩したい、休みたい。
いままで一生懸命35歳まで頑張ったのだから、養って
もらって、あとはのんびりさせていただくわというこ
とで、亭主元気で留守が良いなんて言葉も生まれてく
るんだろうと思うのです。
先ほどM字曲線と言われましたが、ちょうど結婚し
て育児の期間が就業数の減る期間。子育てが終わって
からようやく子供が手を離れるようになって、じゃあ
パートでもお仕事を探そうか、というのが日本人のい
まの主婦の考え方だと思うのです。
じゃあ実際に私が結婚したときにどうだったかと言
うと、いま申し上げたように、私も同じようにちょっ
とゆっくりさせてもらいたいなと。ただ、ゆっくりさ
せていただく見返りとしてご主人様にはご飯をつくっ
て、それなりにサービスを、という気持ちもありまし
た。
実際に子供ができて、そろそろ仕事をはじめようか
とすると、私は夫が転勤族でしたから核家族なんです
ね。周りに自分の両親や夫の両親もいませんから、結
局は仕事をするとなるとどうしても子供を預かってく
れる託児所なり里親的な方が必要になってくるわけで
す。いまはずいぶんベビーシッター的な、完璧とは言
えませんが自分の時代に比べれば子育て支援は良くな
ってきているんではないかと思います。
しかし、その当時、子どもがはしか等にかかると保
育所では預かってくれません。預かってくれる個人宅
を必死で探し、仕事を全うしましたが、「病気の子ど
もを他人に預けてまで働きに出ることはないんじゃな
いの」と周囲の目は割と冷ややかで保守的な考えの方
が多かったです。私もどちらかと言えば保守的なタイ
プではありますが、人それぞれに生活の事情がありま
す。所得の問題とかありますし、また学歴あるいは能
力のある女性が、そこでずっと縛られて家庭の中にい
るというのも、これはちょっと我慢して家庭の中に居
なければならない状況は打破するべきだと思うので
す。
夫婦が納得した上で妻が働きに出る、そういったと
きに、いまの現状のなかで就職させてくれる企業、そ
ういう会社等がいまどれだけ結婚した女性、子持ちの
女性に対して優遇してくれるのかというと、まだまだ
現実としては厳しい状況ではないでしょうか。
それを一生懸命M字型を逆U字型に持ってこようと
するためには、まだまだ社会全体の機構が変わってい
かなければ、難しいのかな。また、どうなんでしょう
か。韓国や日本は典型的なM字型なんですね。仏教国
だからだとか、昔からの男尊女卑、女はこうあるべき
だという、そういう思想が根付いていて、そこから抜
けきれないでいる。それを私は悪だとは思わないんで
す。多少欧米諸国の逆U字型の生活に私はあこがれて
はいるのだけれど、昔からの封建的な良さも考えなが
ら女性は男性をたたえながら、なおかつ女性を男性が
仕事をすることにおいて役割分担、助ける、そういっ
たものもお互いに男女考え方を変えていく必要がある
のかなと思っております。
●女性受け入れで中小企業には限界、必要な公的
支援
石川 どうもありがとうございました。
お話しいただいた中でご指摘されましたのは、企業
を含めた社会が、まだなかなか女性を受け入れる環境
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を整備するまでに至っていない面もあるだろうという
ことがあったと思います。それを受けまして、別に企
業対女性ということを煽るつもりはないのですが、労
働者として働いてもらう立場でいらっしゃる企業経営
者として小林さん、いかがでしょうか。
小林 中小企業の経営者としてはぎりぎりやっていま
すので、厳しいんですよね。ただ話を聞くと、いま育
児とかいろいろな部分があって、逆に女性の方もそう
いったことをやったら辞めるとかいう話も聞くので、
大きな余裕があるところは、いま法律的にも決められ
ていますからやりますが、やはり30人以下の企業とな
るとなかなかそこまできちんとやるのは難しいと思い
ます。
ただ、いまいろいろな助成金があるようなんです。
なかなかそこまでは情報がわからないんですよね。だ
からそういった意味ではこういったものがあるよ、と
いうポイントを見つけられないというのが現状として
あろうと思います。
それから、高齢者の方は前々から定年に、うちの会
社も60才ですが定年延長という形で、高齢者雇用継続
に関する助成金が２つくらいあって、会社としては給
料を半分程度に落としても、本人の手取りは８掛け、
９掛けくらいです。それも現在存続していると思いま
すが、そういった意味で、企業から見ればなるべくコ
ストを下げたいというのが本音で、そうしないとやは
り勝負にはならない。なおかつ、本人にとってはそん
なに賃金は下がっていない。
おなじことは女性にも言えると思うのですが、その
辺はまだまだ今後いろいろな国等の施策をお願いした
いと思っています。
●社会は女性の社会進出を受け入れられるか
石川 どうもありがとうございました。続きまして、
地元の企業にヒアリング調査等を鯉江教授はやってお
られるわけですが、こういった点について、企業の
方々の意見に関して知見がおありでしたらご紹介いた
だければと思いますが、いかがでしょうか。
鯉江 女性の社会進出について、僕があまり言うと問
題になるのでここではあまり振って欲しくなかったの
ですが、私の妻は専業主婦です。自分の子は自分で育
てよう。だから他人には任せない、という非常に古い
タイプの人間でして、そういうことを続けております。
ある会社の社長さんに聞いた話ですが、女性が、５
年間勤めました。うち３年半は産休をとってました。
最後１ヶ月くらいきて、やはり子育てができないんで
辞めますといって、退職金を持って辞めていった、と
いうことがあるそうです。
こういうことをしたら、今日は学生がいるのであえ
て言いたいんですが、こういうことをしたら女性が女
性のクビを絞めてしまうんです。やはり就職や結婚を
するときに、きちっと家庭でどういうふうにして自分
たちは子育てをしていくのかということを話し合っ
て、苦しくても３年間は我慢しないと会社に迷惑がか
かるのだということを理解する必要があると思います。
もう一つは、いま男女雇用機会均等法が定着し大学
に来る求人も、男性、女性と書いちゃいけない。だけ
ど、最初から採る気がないんです、企業の方は。それ
なのに法律上書けないから書かない。そうすると全く
採用してもらえそうもないところに、たとえば女性を
求められているところに男性が受けに行く、男性を求
めているところに女性が受けに行くということが起き
てしまう。
ここにいるのは国の人じゃないので、長岡市がやれ
といっても無理ですが、行政とか企業団体、業界団体
もその辺の男女雇用機会均等法とかの問題点をちゃん
と声を大にして言わないと、すごく無駄なことをどん
どんやっているような気がするんです。ですからその
辺は是非考えていただきたいと思います。
●求められる企業の理解と行政支援
石川 どうもありがとうございました。この点につき
まして、最後に小川さんのご視点から何かコメントは
ありませんでしょうか。
小川 話が少し拡散しているようなので少し私が戻し
ますと、実際に私の設計事務所はものすごく小さいア
トリエですが、そこでやっている仕事の中で、女性の
活用というのがあります。
どうやるかというと、僕は本当にもったいないと思
うんです。女の人はキャリアを積んで、子育てをやり
ながらも仕事がやりたいという人がいるんだけれど、
なかなかそれができない状況にあります。
いまうちの事務所では、ちょうど下の子がまだ小学
校の１年生くらいの女性に、在宅で仕事をやってもら
っています。それは設計の作業というのは全部手書き
で事務所で打ち合わせしなければできないような作業
から、一度打ち合わせをして、あとはコンピュータで
のメールや写真のやりとり、図面のやりとりでIT化さ
れますと、かなりの部分を在宅でできるんですね。そ
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うすると彼女はいつも私の事務所に来る必要はなく
て、必要なときにだけ来るというやり方で、ものすご
くうまい具合に一緒に仕事をやることができます。
もうひとつの例は、私の家内です。仕事を続けるに
はどうするかというと、同業なものですから、考えた
のは、自宅に事務所をくっつけてしまうということで
すね。自宅にいると、確かに子供はとんでもないとき
に入ってきたりもするのですが、ある時期を乗り越え
てしまえば、辞めることなくずっと仕事を続けること
ができるんです。これは私の事務所が小さいのでやり
ようがあってできるということではあるとは思うので
すが、この中にやはり女性がちゃんと働き続けるヒン
トはあるのではないかと思うのです。
そういう意味では、労働力は足りないという話でも、
労働力は女性の中にあるわけですよね。働きたい人が
そのうちの何割か居れば、それをどうやって使うかと
いうことはこれから人口減少の社会の中では考えてい
く必要があると思います。
何が必要かというと、一つはいままでも話が出てい
ますが、やはり企業側の理解ですね。職場復帰を考え
てもらうということです。ある時期抜けてもまた復帰
していただくというのは、企業にとっても多くのメリ
ットがあることなのではないかと考えています。
それから、行政の支援です。子育て支援はいま長岡
市も大変一生懸命取り組んでいて、私も市民センター
の立上げに関わり、子育て支援施設を入れましょうと
いうことでだいぶ検討しました。あれもずいぶん使わ
れていますよね。そういう子育て支援は他にも保育所
の環境をもっと整備しなければならないだろうし、託
児所の環境の整備も必要だろう。さらに施設だけでは
なくて、私も子育てをしていない方なのであまり言え
ないのですが、子育ての相談や、どちらかというとソ
フトウェアの方の充実をすべきと考えているのです。
この辺は、逆に行政などよりも長岡がいいかも知れ
ません。長岡にもこの前虐待のネットワークのNPOが
できましたが、さまざまなNPOの人たちが、長岡は少
し少ないですが、おなじ問題を抱えている方々にアド
バイスするような活動をやっているようなところもあ
るはずなんですね。
そういうようなことをやっていけば、なんとか女性
が労働力として復帰するような環境はできるんじゃな
いか。どちらかというとその方が僕はバラ色かなとい
う気がするのですが、そんなことを考えております。
とはいえ、子供を取り巻く環境自体は、昨今のいじ
め問題ですとか、非常に難しくなってきているわけで、
おじいちゃんおばあちゃんがいるときは面倒を見ても
らえるとかいろいろあるかと思うのですが、核家族の
女性が子育てをきちんとやりながら働くというのは、
現時点ではものすごく大変だと思います。ただ、行政、
企業、家庭、NPOとさまざまな支援を得て、そういう
環境が少し整うと良いなというふうに考えております。
●ポイントは女性が働く環境づくりと子育て支援
石川 どうもありがとうございました。いま企業側の
理解、職場復帰等を含めてのご指摘、さらに、行政の
支援、ハード面・ソフト面両方あるだろうというご指
摘をいただきました。一言で結構ですが、そういった
点に対して総合計画ではどのように位置づけられてい
るのか等を、水澤さんからご紹介いただければと思い
ます。
水澤 企画課で男女共同参画という課題も直接担当し
ています。その基本計画がありまして、つくって５年
ほどになりましたので、長岡大学の兒嶋先生に委員長
になっていただいて、後期５年のプランということで、
それこそいま言われた論点を昨年１年かけていろいろ
意見をいただきました。
その中でも、一番大きな論点だったのが、いま小川
さんがおっしゃったように、女性が働く環境づくりと
子育て支援を両輪でやっていかないと、男女共同参画
そのものの一番本質的なネックがそこにあるんだろう
と思います。その他いろいろ教育やDV等の個別の問
題はあるのですが、やはり労働と子育てが非常に大き
な課題になっていまして、特に労働については市町村
行政としては、正直なところ手薄というか、ほとんど
なすすべを知らなかったというのが実態だと思ってお
ります。
せっかく後期プランのなかで提言をいただきました
ので、これをなんとか、具体的には地元の企業とそう
いった動きを出したいということです。先ほどの小林
社長からもお話があったように、いろいろな国の支援
制度もあるわけですから、そういった職場復帰あるい
は男女共同参画という広い意味のものを企業として取
り組む場合にそういった企業に対してのPRの支援等
もありますので、まずはそこから私どもが勉強してい
って、情報を市内の企業さんと共有していくというこ
とを商工会議所さんとか他の関連団体の皆さんとも協
力していくという必要が出てきているなという状況で
す。
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ただ、実際問題として、いろいろなかでも議論があ
りましたが、この10年くらいの間で労働環境は非常に
厳しくなっているというのは皆さんご承知の通りだと
思うのですが、その中で、いままでの男性の職場も厳
しくなっているなかでは、やはりしわ寄せが女性の雇
用の話、就業の話にいっている状況がありまして、そ
ういう中での取り組みというのは厳しいものがありま
す。特にM字カーブを上げてそれを永続的に長期間に
わたって就業できるということが前から当然言われて
いますが、それを支えるのがもう一つは子育ての支援
です。子育て支援については乳幼児から学齢期までを
一貫して支援する体制を関連部署が検討しています。
そういうものを組み合わせながら、そこの辺をなんと
か厳しい環境なんですがやっていくということです。
人口減少、少子高齢化社会のなかでの労働力の確保と
いうと語弊があるかもしれませんが、女性が活躍する
ということ自体が、社会を支える活力としては潜在力
がものすごくあるという、人口の半分以上は女性なん
ですから、そういうところに、原点に戻ったような発
想を行政としてもトータルに考えていく必要があると
いう状況だと思っています。
●人口減少下に求められるまちづくりとは
石川 ありがとうございました。それではいったんこ
こで労働力の問題は打ち切りまして、まちづくりの問
題に焦点を移していこうと思います。
人口減少というのは、労働力の不足に加えて、生活
者の減少、さらにはコミュニティの空洞化等を発生さ
せる可能性をはらんでいるわけです。そういった中で、
小川さんはまちづくりの問題、さらに中心市街地活性
化等の問題に取り組んでこられましたが、人口減少と
まちづくりということで、どういったことが問題にな
り、どういった取り組みが必要だとお考えかをお話し
いただけないでしょうか。
小川 あまり論理立てて話をすることはできないので
すが、先ほどから話題に出ていますが、今後は予測と
しては長期的に減少傾向に入るわけですね。先ほども
長期総合計画のところで話が出ましたが、従来のまち
づくりは人口フレームが常に拡大する前提でやってき
たわけで、今後この少子高齢化が進展し、さらに人口
減少という時代を迎えると、住宅やまちづくりは全く
大きく変わってしまうのかもしれないと思っています。
今までのまちづくり、都市づくりというのはどうだ
ったのかというと、例えば1997年に長岡では都市計画
マスタープランをつくりました。私はワーキングの委
員会の方で議論に参加したのですが、そのときの人口
フレームは先ほど言いましたように当時19万くらいだ
ったところを22万にするか23万にするかで大激論をし
て、僕はその激論を聞きながら、19万からたいして伸
びないだろうなと思いながらも、なかなかそうはなら
ないということがありました。
結局どうなるかというと、22万だとして差が３万あ
りますが、３万人が住む住宅地が必要じゃないかとい
う話になるわけです。都市計画というのは農地は無く
て、商業と工業と住居地域しかないんですよね。そう
すると、住居は３万人分足りないんだから、土地利用
を変えなければならないという話になっていくわけです。
そうなっていった場合、人口は結局のところは増え
ないわけですから、どういうふうに人が動くかという
と、郊外の新しくできたところは広いからそっちへ移
ろうかなといって、どちらかというと真ん中辺から外
へ行く方がというふうになると思いますが、そんなこ
とが起こって、ある意味中心市街地の空洞化の一つの
原因にはなったんだろうなという気がしております。
政府が2000年の統計調査で、既に一世帯当たりの住
戸戸数が1.12戸あるという数字を出しています。です
から、住宅自体は量的には2000年の段階で既に充足さ
れています。ただこれは量ですので、質の問題は別な
んです。その住宅が全部高齢化に対応しているかとい
うとそういうことはありません。
そういう意味では、少なくともこれからは、現時点
での都市の拡大というのは制限するという方向が必要
なんじゃないかというふうに私は考えています。そう
じゃないと人口が減り税収がどちらかというと減るな
かで、その税収で公共サービスをやらなければならな
くなり、インフラのメンテナンスというのは難しくな
るのではないかと思います。
また一方で例えば環境の問題ですとか、先ほども話
に出ました、持続可能な都市づくりの観点からもそう
いうことが言えるんじゃないかと思います。
そんな話がありまして、もう一つの問題は、先ほど
ちょっと言いました中心市街地の問題です。私は今日
設計者の立場じゃなくて長岡タウンマネージメント企
画運営会議の代表としてなので、ちょっとその話をし
なければならないと思っているのですが、このタウン
マネージメント企画運営会議というのは、中心市街地
の活性化を目的として2004年の４月に発足した民間の
団体です。目的は中心市街地の問題を幅広い視野で論
35
議をしながら、広域都市圏の中心として、また失われ
つつある長岡市民にとってのまちとしての存在感を取
り戻すための活動を実践しましょうということでやっ
ております。
メンバーは13人いるのですが、私のような建築家か
ら、若手の都市計画者、商業者、商工会議所の職員の
方もいらっしゃいますし、一般市民の方もおられます。
やっていることは、先ほど言いましたが、まちなか・
考房というところを運営しています。
まちなか・考房のなかには、皆さん行ったことはあ
ると思いますが、戦災資料館が奥にあります。戦災資
料館も、別の運営会議があって、ボランティアの人た
ちが来て一生懸命やっているのですが、管理の方は私
どもがやっております。その他２階にはギャラリー展
示スペースがあります。あとは中心市街地問題を含め
てまちの問題を議論しようということで勉強会をやっ
たり、いろいろな講演会をするという活動もやってお
ります。
その他地道な活動としては、中心市街地の駐車場の
マップをつくったり、バーのマップをつくったり、カ
レー屋さんのマップをつくったりと、いろいろな情報
をマップにして皆さんに知ってもらおうということも
はじめております。
それから、チャレンジショップ、「まちなかショッ
プ」というのですが、にぎやかしのためもあるし、商
業者の育成ということもあって、まちなかでお店をや
りたいという人たちに場所を提供しています。
それから、中越地震では、中心市街地はそんなにひ
どくやられなかったので、中心市街地から被災したと
ころを元気づけようということで震災復興のイベント
なんかもずいぶん関わるようになりました。
そういった活動を通じて、空洞化し、衰退する傾向
にある中心市街地を、再生をして、そのことによって
長岡の活性化につなげたいというのが私たちの考え方
なのです。
●カギを握る中心市街地の活性化
小川 突然中心市街地だなんて、なぜ中心市街地なの
かという問題が出るのだとは思うのですが、これは非
常に難しい問題だとは思うのですが、私個人としては
中心市街地の衰退というのが将来的には都市の衰退に
つながるというふうに考えております。
中心市街地が衰退し、空洞化したままで元気な都市
というのは私が巡った都市では多分無いと思います。
ヨーロッパの都市は、日本の都市に比べると20年くら
い早くその問題に直面していて、何らかの解決をして
います。ドイツのミュンヘンなんかは一時衰退したの
ですが、道路を地下に潜らせて上を広場にしてまた人
を集めるという工夫。これがまたアメリカにいきます
と、日本はまだ良いのですが、中心市街地に人が住ま
ない状態だと、昼間はビジネス街なのですが、夜にビ
ジネスマンは誰もいなくなりますから、昼間と夜の顔
が全然違ってきます。夜は危ないところになってしま
います。アメリカはこれではまずいだろうということ
で、中心市街地に人が住むように方向転換していると
ころが多かったと思っています。
どういうことかというと、都市が経済を含めて活性
化するためには、都市の構造自体が健全でなければな
らないのではないかと私は考えております。
それから、広域合併の話ですが、各地域は行政区で
は一緒にはなったのですが、そんなに交流といっても
なかなか無いんですよね。ではどうやって連携をしよ
うかといったときに、連携する場所はどこかというと、
長岡の中心街になるんじゃないかと思います。都市の
イメージとしては、栃尾には栃尾の中心がありますよ
ね。そういうふうに、各地域はそれを中心にコンパク
トにまとまって、長岡の中心街と連携するような、ク
ラスター状の都市が長岡の将来の都市ビジョンとして
描けるかなと思っていまして、そういう意味では中心
市街地は重要だろうと考えています。
中心市街地問題は、日本全国の地方都市すべての問
題です。現在の状況がどうなっているかというと、役
人でもないのに私が説明するのもなんですが、これは
日本政府もかなり真剣になっています。まずまちづく
り３法の改正をしようということですね。都市計画法、
中心市街地活性化法、大規模店舗立地法ですか。プラ
スして、都市再生整備計画をたてることができるよう
になって、その中でまちづくり交付金を出しますよと
いうことになっています。
前回の中心市街地活性化法では、補助金を出すのだ
けれどもその効果なんかは計測していなかった。今度
はちゃんと目標値を出しなさいということになって、
かなり本格的にやる。商業だけではなくてまち全体の
問題として取り組もうという姿勢が見て取れます。
長岡市では、平成16年に中心市街地構造改革会議と
いう民間の会議をつくりまして、そこの提言を受けて
います。そこで言われたことは、厚生会館地区を平成
の公会堂として再整備するということと、まちなか型
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公共サービスを展開しましょうという２つのことでした。
ここへきて、都市再生整備計画という話もあって、
いまはまちなか型公共サービスがさらに市役所本庁を
中心市街地に移転してはどうかということの検討もさ
れているという状況で、はじめて中心市街地の活性化
をするさまざまな条件が整ってきたのかなというふう
に考えております。
その辺を長岡市も一生懸命やろうと思っていますの
で、そこをうまく捕まえて、中心市街地をきちっとす
ることによって、地域とも連携し、人もあつまって商
業も必要な商業が出てくるという状況がつくれれば、
まちの活性化に寄与できるんじゃないかなと思ってい
る次第です。
●拠点性をいかに確立するか
石川 どうもありがとうございました。やはり特にハ
ード面なんかが問題になってくるということを含めま
して、まちづくりという点について、やはり水澤さん
から総合計画で何かビジョンがありましたらご紹介い
ただきたいのですが、いかがでしょうか。
水澤 いま小川さんから言われたように、まちなか特
に中心市街地の都市における存在意識、それなくして
都市は無いんじゃないかという議論がずっと以前から
あります。長岡市もこれは城下町でありましたので、
城下町で本丸跡に国鉄の駅が持ってこられるようなド
ラスティックなまちの変革を何遍もやってきて、そこ
からまたフェニックスのように立ち上がったという歴
史があるわけですが、それはともかく、「へそ」が無
いとまちというのがなかなか成り立たないのではない
かという議論があります。総合計画の絡みで言います
と、冒頭にご紹介したように、総合計画のなかの戦略
的な考え方の柱の一つに、やはり拠点性ということが
あります。それは長岡市全体が産業とか様々な医療や
大学などの高等教育機関、研究機関を含めたコアであ
るというのと同時に、その中にさらにいま「都心地区」
という言い方を整理上はしていますが、中心市街地に
どれだけの機能を持たせるかということがやはり新潟
県全体のなかでの新しい長岡市としても重要なんだと
いうことで位置づけています。その中でいろいろな産
業論ですとか市街地の具体的な再開発の問題をプログ
ラムしていくという流れになっているわけなので、こ
れはある意味で当然のことながら総合計画のなかで重
要な柱として位置づけているという状況です。
●もっとどん欲に商売っ気を
石川 どうもありがとうございました。若干話がふく
らんでしまうかもしれませんが、内部の人口減少は仕
方ないとすると、交流人口を増やしていくという道が
あるという点を、さきほどご指摘いただきました。例
えばソフト面で、渡辺さんは長岡まつり実行副委員長
をやっておられますが、その観点から何か一言いただ
けないでしょうか。
渡辺 まちづくりというより、例えば中心市街地の活
性化ということに限定しないで、あるいは地域全体の
活性化というなかで、どうしても長岡市外からのお客
様に入っていただくというのは、一番ポイントになる
のかなと思います。
そういった中で、長岡まつりは私も副実行委員とい
う立場で関わらせていただいているわけですが、そう
いう関わりの中で感じることは、まだまだ積極的な観
光化、もっと儲けてやろうぜ、という意欲、そういう
どぎつさ、そういうのが長岡の方々には不足している
なという気はいたします。
その辺はおそらく関西の商売人の方々は非常に上手
だと思うんです。それをそっくりそのまま長岡の人た
ちに同じことをやれと言われてもおそらくは無理があ
るのでしょうが、前向きに取り組む姿勢は必要だと思
います。禍を転じて福となすとさきほどおっしゃいま
したが、今回の地震で全国からいろんな人たちが集ま
って、こうしたら良いんじゃないか、というアイデア
をよそ者の県外者の人たちが出して、いま少しずつ山
古志も活性化していますよね。モロコという魚一つに
しても、ここで鯉だけじゃなくてモロコも養殖しては
どうかという、そういうのは、おそらく長岡の人間だ
けでは発想できなかっただろうと思うのです。
もっともっとよそものの意見や発想を前向きに検討
しながら、もっとどん欲に商売っ気を出して長岡の経
済を発展させるような方向へ進まれることを期待して
おります。
石川 どうもありがとうございました。この点に関連
して、小林さんの方から賑やかなまちづくり、という
点についてコメントを一言いただければ。
小林 長岡まつりにしても、長岡市外出身の方は結構
一生懸命なのです。土屋さんや小林さん、いまは水澤
電気の社長さんは、アルビレックスBJですか、この間
厚生会館で新潟県で28番目ということで後援会を立ち
上げたのですが、そういった賑わいということで、本
来であればもっと良い施設でやりたかったのでしょう
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が、他の体育館だとお酒が飲めないんですね。だから
バスケットを、これから厚生会館であるんですが、そ
れをやると県内外から何千人と集まったり、特に冬の
スポーツの活性化になったりします。
●長岡の活性化に向けて～若者が求めること
石川 どうもありがとうございました。そろそろ時間
が残すところ少なくなってまいりました。質疑応答の
時間を残したいと思っておりますが、最後にパネリス
トの皆様に一言、言い残されたことをいただけると思
います。かなり問題が発散しつつありますが、長期的
な視点から長岡地域の経済成長力、特に基調講演で指
摘された基本論点に一歩帰っていただいて、地域の経
済成長力を高めるためには何が必要かということで一
言お願いできればと思います。小林社長からお願いし
ます。
小林 さきほど当社の若者ということで、雑談のなか
で話を聞きました。それをご紹介します。正式なアン
ケートでもありませんので、話が飛んだりします。ま
ず長岡で何が不足しているか、逆に欲しいかという設
問なんですが、まず始めに言ったことは、デートする
場所が欲しいというんですね。20代前半なんですがね。
それが第一声でした。例えば映画館。映画館はできる
かもしれません。それから夜景が綺麗な場所。夕方は
河川敷だとか、ディズニーランドのようなということ
も言っていました。あと犬を散歩させても絵になる場
所が欲しいとか、我々にはなかなかそういう発想は出
ないんですが。あとは建物のハードの面ではショッピ
ングモールのような大がかりなもの。
女性はやはり服装に関心があるのですが、聞いてみ
たら、長岡では緊急時に買う。ちょっとしたものは新
潟で買う。もっと高価なものは東京で買うんだそうで
すね。よく聞いてみると、やはり月１～２回程度は新
潟に遊びに行ったり買い物にいく。東京も２～３ヵ月
に１回くらい行くということで、これはますます購買
人口が減少するというのは一つのとらえ方ですが、若
者は下手をすると大都市圏に集中する傾向が出てくる
と思うのです。こういった構造は、やはり東京大都市
圏と新潟県地方という構図と、新潟県の中でも新潟市
と長岡市、長岡市と周辺市町村ということで、そうい
った対立構造が出てくるんですね。
若者はそれなりに敏感に感じているわけなので、人
が集まるところにはいろいろな情報だとか施設だとか
いろいろな魅力的なものがあるので、その辺で引きつ
けられるということは言えるのではないかと思います。
あとはアパートの家賃が高い。秋田の若者は是非長
岡にも住みたいのだけれども家賃が高いというんで
す。アパート代が高いといっていました。酒を呑みに
いっても帰る交通手段がない。いま飲酒運転が厳しく
なった。タクシーは高いから、若者には高いから安い
アパートが欲しい。川西地区は広々しているけれども
川東はあまり日中、土日はいかない。ただ呑みに行く
だけ。駅前のココロは高校生、通勤者、旅行者だけ賑
わっている。
子どもを扱う施設も充実してほしい。子育て支援で
しょうけれども、柏崎は中心街にキッズマジックとい
う500坪くらいのフロアがあって、子どもを預かった
り。長岡も多少ありますが、規模も５～６倍くらいの
ところがあって、土日は非常に混んでいるということ
で、１時間300円くらいで預かってくれている中でジ
ャングルジムがあったりで、預かってくれるところが
あるそうです。
長岡で自慢できるもの、雑談ですから、まず第一に
花火を挙げていました。あとは自然。特に海です。冬
はイヤだということで、通勤時間も30分、１時間とか
かります。他にそういった住宅が無いとか税金が高い
んじゃないかという意見もありました。
会社についていうと、給料はもう少しという部分が。
これはうちの社員ですから他の給与はわかりません
が。他には休日という問題が、若者にとっては魅力的
で、当然有給は基本的な部分ですが、非常に取りづら
い雰囲気があるということで、有給があってもなかな
かとれないという意見もありました。
最後に、なぜ長岡に住んでいるのかということで、
やはりふるさとで住み慣れているからということ。仲
間、友人がいるからということでした。雑駁な意見で
したが、こういう感覚が若者の中にはあるということ
です。
最後に、中小企業の経営者としての私から一言云わ
せてもらうと、経営者が元気じゃなくなるとダメだと
思うのです。従業員はその辺敏感に感じ取っています
から、結局そのことでいろいろな能力も活性化される
ので、とりあえずは経営者が元気でないとその会社が
元気にならない。そうすると社員に伝わっていろいろ
な能力が発揮されて道が見えてくるのではないかとい
うことで、大事なことは、いつまで継続的に元気でや
るかは個々の問題でしょうが、そういった形で是非長
岡を、我々も53年住んでいますので、会社経営を通し
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てさらに良いまちづくりに参加したいと思っていま
す。以上でございます。ありがとうございました。
●各集落の暮らし充実化も重要
石川 どうもありがとうございました。それでは水澤
さん続きまして短めにお願いします。
水澤 個人的な思いということで、行政というか、市
役所で仕事をしていますので、やはり行政、市として
の枠組みのようなことをどうしても考えてしまうので
すが、２つほどあります。１つは、長岡市は合併で大
きくなりましたが、さらに大きくなった政令指定都市
の新潟市があるというのは、行政マンとしては、新潟
市のこれからの行く末と、県内における、新潟県その
ものもどうだろうかというのもあるのでしょうが、そ
の中での長岡市というものをどう考えるかというのが
関心事です。
特に新潟市が訪れるたびに新しい店舗が古町にも出
店したりしているのを見ると、やはり人口集中による
県内での一極集中という形が、例えば宮城県における
仙台市のようになるのではないかという分析も、いろ
いろな研究機関で言われているわけですが、そういう
危機感といったら良いでしょうか、先ほど鯉江先生が
分析されたような、示唆に富んだデータもありますの
で、その辺が一つ大きな課題かなと思っています。
それと逆に、もう一つは、地域が合併地域というだ
けじゃなくて個々の集落での暮らしが充実しないとま
ちは成り立っていかないのではないか。集落が疲弊し
ているというのを見ますと、これから合併の広い市域
のなかで、どうやってそれぞれの個性をもって成り立
っていくかというのを真剣に考えていく必要があるん
だろうなと。都市全体のパワーアップの話と、それと
は別に、それを支える人同士をどうつなげていくかと
いう課題であろうかと思っています。具体的にそれを
どう進めるかはこれからの話でしょうが、そういう思
いを持っています。以上です。
●人口減少にはプラス面もある！
石川 どうもありがとうございました。続きまして小
川さんお願いします。
小川 大変だ、大変だと暗くなっていてもしょうがな
くて、チラシの下から４行目に良いことが書いてあり
ますね。「人口減少には弊害ばかりではなく、自然等
豊かな地域資源を個々の市民が一層活用できるという
プラスの面もあります」という。その話をひとつだけ
例を言います。
いま良い時代で、インターネットで東大の授業が聞
けたりするんですね。大西先生という技大にもいらっ
しゃった方が、この前「逆都市化時代のまちづくり」
という講義をやっておられました。そこで人口減少の
話が出ていまして、日本の人口は2100年には推計では
4000万人くらいだと。2200年には1000万人くらいにな
って、3000年くらいには２人になる。この２人が互い
に嫌いだと日本は消滅するというお話でした。
その中で、一つの例として、まちのなかで人が住ま
なくなってきたところが出てきたら、たとえばそれを
農地にしても良いではないかと話されていました。広
げる必要は無いのですが、無くなったところはどう使
うかという話です。そうすると、いままで密集して住
んでいたのが、突然そこに畑なんかが出来てずいぶん
豊かな住まい方が可能になります。
それから、里山、我々の地域は里山ですが、いま千
葉の方では里山じゃなくて「里海」というのがあるそ
うです。干潟を埋め立てないで里海のようにして、少
し人の手が入った海として、千葉はそこを大事にして
いく。都市の中に自然が少しはいるような住み方がで
きるんじゃないかと。
いずれにしても、人口減少はさっき言ったように
3000年に２人になるとかいう話ではなく、それには歯
止めがかかるのですが、これからしばらくの間は人口
が減少する時代を我々は生きていかなければならない
わけで、そんな中でここに書いてありますようにプラ
スの面を探して豊かに暮らしていきたいなというふう
に思います。
●若者のための交流の場づくりを！
石川 ありがとうございました。渡辺さん、一言お願
いします。
渡辺 ２つほど。一つは、少しお話が戻りますが、先
ほどのＭ字カーブというお話のなかで、それは逆Ｕ字
にするためには、まず原因となっている、下がる最初
である結婚ですね。女性が結婚をすると、結局お仕事
をそのまま続けたくても肩を叩かれる、辞めさせられ
る。これが企業なり国の対策で結婚しても仕事を続け
られるような対策、待遇が望まれるかと思います。
もう一つは、出生数のデータをいま持っていません
が、人口が減少しているということは、当然出生数も
少なくなっているわけですよね。その原因のひとつに
は、結局未婚の男性が多くなっているということ。30
39
代前半の男性で、いま全国平均で未婚率が43％くらい
だそうです。何故結婚しないのかというと、結婚しな
くてもコンビニに行けばごはんも食べられるし、洗濯
一つにしても電化製品の機能が良いですから、もうス
イッチ一つで間に合ってしまう。しかし、どんなに便
利な時代になっても男女の愛情は不変です。祭りやイ
ベント等、若者が出会い、交流する場づくりが必要だ
ろうと思います。若いカップルがたくさん誕生し、こ
の町に住みたくなるような、そんな魅力あるまちづく
りが出来れば良いなと思います。
●市場メカニズムの一層の活用を！
石川 どうもありがとうございました。最後に鯉江先
生お願いします。
鯉江 まちづくりの話が中心になっていますが、いろ
いろな少子化とか中心市街地の活性化とかの対策をと
ろうとしたときには、どうしても財源が要るんです。
一方で、いま国と地方は借金まみれで日本中が約２年
弱飲まず食わずで働いてやっと返せるくらいの借金を
持っている状況下では、市場メカニズムをちゃんと使っ
ていく方向への誘導というのは絶対必要だと思います。
特に中心市街地の家賃はいつまでも高いから、結局
中心市街地には戻ってこないというのもあって、若者
が土地を買おうとしたら、安い土地しか買えないじゃ
ないかと言われたらどうなるかということです。
